
ゲートウェイオプション

シスコでは、さまざまな要件を満たすために幅広い音声ゲートウェイモデルを提供しています。

これらのゲートウェイの多く（すべてではありません）は、Unified CVPでの使用が認定されて
います。現在サポートされているゲートウェイモデルのリストについては、次のURLから入手
可能な最新バージョンの『Hardware and System Software Specification for Cisco Unified CVP』（旧
称『Bill of Materials』）を参照してください。

http://www.cisco.com/en/US/products/sw/custcosw/ps1006/prod_technical_reference_list.html

ゲートウェイは、Unified CVPで TDMから IPへの変換および VoiceXML命令の実行に使用され
ます。ここでは、設計に組み込むゲートウェイの決定に役立つ情報を示します。

• 新規または変更された章の情報, 2 ページ

• 公衆網ゲートウェイ, 2 ページ

• DTMFまたは ASR/TTSを使用した VoiceXMLゲートウェイ, 2 ページ

• DTMFまたは ASR/TTSを使用した VoiceXMLおよび PSTNゲートウェイ, 3 ページ

• Cisco Integrated 3G-H324M Gateway, 3 ページ

• TDMインターフェイス, 5 ページ

• Cisco Unified Border Element, 6 ページ

• G.729および G.711コーデックの混在サポート, 10 ページ

• ゲートウェイの選択肢, 11 ページ

• ゲートウェイサイジング, 12 ページ

• MGCPゲートウェイの使用, 18 ページ
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新規または変更された章の情報
次の表に、この章に新しく追加されたトピック、またはこのマニュアルの以前のリリースから大

幅に改訂されたトピックの一覧を示します。

表 1：新規情報、またはこのマニュアルの以前のリリースからの変更情報

説明新規トピックまたは改訂されたトピック

この章には、SRNDの 2012年 7月 6日のバー
ジョンに関する新規トピックはありません。

公衆網ゲートウェイ
このタイプの展開では、音声ゲートウェイが PSTN音声ゲートウェイとして使用されます。音声
ゲートウェイでは、TDM音声が IPに変換され、DTMF番号が認識されて RFC2833イベントに変
換されます。UnifiedCVPでは、現在SIP-NotifyまたはKPMLDTMFイベントの受け渡しがサポー
トされていません。

集中型 Unified CVP展開では、VoiceXML機能を入力ゲートウェイから分離して、独立した PSTN
入力レイヤを提供できます。独立した PSTNレイヤと VoiceXMLファームにより、展開で大量の
VoiceXMLセッションとPSTNインターフェイスをサポートできます。たとえば、CiscoAS5400XM
で DS3接続を受け入れて、最大 648個の DSOをサポートできます。ただし、それだけ多くの入
力コールを処理するゲートウェイでは、同数の VoiceXMLセッションも同時にサポートすること
はできません。このような場合は、VoiceXMLセッションを別の VoiceXML専用ゲートウェイ
ファームにオフロードする必要があります。

Cisco IOSゲートウェイおよび CVPと互換性のある Cisco IOSバージョンでサポートされてい
る任意の TDMインターフェイスを使用できます。

（注）

DTMF または ASR/TTS を使用した VoiceXML ゲートウェイ
スタンドアロンVoiceXMLゲートウェイは、PSTNインターフェイスやDSPのない音声ゲートウェ
イです。VoiceXMLゲートウェイを使用すると、DTMFトーンまたはASR/TTSを介してCisco IOS
VoiceXMLBrowserとやりとりできます。ゲートウェイには PSTNインターフェイスがないため、
音声トラフィックはリアルタイム転送プロトコル（RTP）を介してゲートウェイに送信され、
DTMFトーンはアウトオブバンド RFC2833イベントを介して送信されます。
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DTMFまたは ASR/TTSがあり、PSTNはない VoiceXMLを使用する音声ゲートウェイ展開では、
展開の規模を拡大し、音声ゲートウェイ当たり数百のVoiceXMLセッションをサポートできます。

集中型 Unified CVP展開では、VoiceXMLファームを使用できます。たとえば、300～ 10,000以
上の VoiceXMLセッションをサポートする場合、使用可能な音声ゲートウェイとして Cisco
AS5350XMゲートウェイが含まれます。スタンドアロン AS5350XMでは、音声ゲートウェイ当
たり多くのDTMFまたはASR/TTSVoiceXMLセッションをサポートできます。また、AS5350XM
ゲートウェイをスタックして大きな VoiceXML IVRファームをサポートすることを推奨します。
ただし、パフォーマンスを向上させ、容量を増やし、スタックの必要性を回避するためには、3945
または 3945-Eシリーズのゲートウェイを使用できます。表 2：Cisco IOS Release 15.1.1T以上で
の、Cisco Voice Gatewayでサポートされる VoiceXMLセッションの最大数, （13ページ）を参照
してください。

分散型 Unified CVP展開では、拠点オフィスに追加の冗長レイヤを提供することを検討してくだ
さい。独立した PSTNゲートウェイと VoiceXMLゲートウェイを展開して、追加の冗長レイヤを
提供できます。また、集中型 Cisco Unified Communications Manager展開では、Survivable Remote
Site Telephony（SRST）をサポートする必要があります。 Cisco 2800シリーズと 3800シリーズ、
および新しい2900シリーズと3900シリーズルータは、SRSTをサポートしているため、音声ゲー
トウェイとして最良の選択です。

各コーデックの利点および欠点についての詳細については、音声トラフィックを参照してくださ

い。

DTMF または ASR/TTS を使用した VoiceXML および PSTN
ゲートウェイ

最も普及している音声ゲートウェイは、VoiceXMLと PSTNインターフェイスゲートウェイの組
み合わせです。また、集中型CiscoUnifiedCM導入では、SurvivableRemote Site Telephony（SRST）
をサポートする必要があります。Cisco2800シリーズと3800シリーズ、および新しい2900シリー
ズと 3900シリーズルータは、SRSTをサポートしているため、音声ゲートウェイとして最良の選
択です。

Cisco Integrated 3G-H324M Gateway
Cisco Integrated 3G-324M Gateway（Video Gateway）では、3G（第 3世代）モバイルハンドセット
とCiscoAS5xxxUniversalGateway間のマルチメディア通信（H.324M）が可能です。Cisco Integrated
3G-324MGatewayの詳細については、http://www.cisco.com/en/US/docs/video/milticomm/3g324m.html
を参照してください。
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ゲートウェイトポロジとコールフロー

次の図は、Cisco Integrated 3G-H324M Gatewayコールフローモデルのトポロジとコールフローを
示しています。

図 1：Cisco Integrated 3G-H324M ビデオゲートウェイトポロジとコールフロー

前の図に示したコールフローは次のとおりです。

1 PSTNネットワークから Unified CVPへ新規コールが到達します。

2 新規コールが Unified CVPから Unified CCEに送信されます。

3 コールが Unified CCEから Unified CVP/VRUに送信されます。

4 Unified CVPから VXMLゲートウェイにコールが送信されます。

発信者にオーディオ IVRが再生されます。

5 エージェントが使用可能になります。

Unified CVPがビデオ発信者をビデオエージェントに接続します。

6 発信者とエージェント間のビデオ会話が開始します。
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CVP の設定
Unified CVPでのこの機能の設定の詳細については、リンク http://www.cisco.com/en/US/products/sw/
custcosw/ps1006/products_installation_and_configuration_guides_list.htmlにある『Unified CVP
Configuration and Administration (CAG) Guide』を参照してください。

TDM インターフェイス
Cisco AS5400XM Universal Gatewayでは、2ラックユニット（2 RU）で比類のない容量が実現さ
れ、クラス最高レベルの音声、Fax、およびリモートアクセスサービスが提供されます。高密度
（Voice over IP（VoIP）の 1つの Channelized T3（CT3）および時分割多重方式（TDM）スイッチ
ングの 2つの CT3まで）、低消費電力（G.711 CT3当たり 48 VDCで最小 2.4 A）、高密度パケッ
ト音声デジタルシグナルプロセッサ（DSP）モジュール、ユニバーサルポート DSP、および
Session Border Control（SBC）機能により、Cisco AS5400XM Universal Gatewayは、多くのネット
ワーク導入アーキテクチャに理想的です。共存環境やメガPoints of Presence（POP）では特に理想
的です。

Cisco AS5350XM Universal Gatewayは、2、4、8、または 16ポート T1/12ポート E1コンフィギュ
レーションをサポートする 1ラックユニット（1 RU）ゲートウェイであり、どのポートでもユニ
バーサルポートデータ、音声、およびFaxサービスを常に提供します。CiscoAS5350XMUniversal
Gatewayでは、コンパクトなモジュラ設計で高いパフォーマンスと信頼性が実現されます。この
コスト効果の高いプラットフォームは、革新的なユニバーサルサービスを必要とするインター

ネットサービスプロバイダー（ISP）やエンタープライズ企業に最適です。

Cisco 2800シリーズおよび 3800シリーズと、新しい 2900シリーズおよび 3900シリーズルータで
は、業界内の非常に幅広いパケットテレフォニーベースの音声インターフェイスおよびシグナリ

ングプロトコルがサポートされ、世界中の Private Branch Exchange（PBX;構内交換機）および
Public SwitchedTelephoneNetwork（PSTN;公衆電話交換網）接続ポイントの 90%以上に接続サポー
トを提供しています。シグナリングサポートには、T1/E1 Primary Rate Interface（PRI; 1次群速度
インターフェイス）、T1 Channel Associated Signaling（CAS;個別線信号方式）、E1-R2、T1/E1
QSIGプロトコル、T1 Feature Group D（FGD;機能グループD）、Basic Rate Interface（BRI;基本イ
ンターフェイス）、ForeignExchangeOffice（FXO）、E&M、およびForeignExchangeStation（FXS）
が含まれます。 Cisco 2800シリーズおよび 3800シリーズルータは、2～ 540の音声チャネルをサ
ポートするように設定できます。 Cisco 2900シリーズおよび 3900シリーズルータは、2～ 720の
音声チャネルをサポートするように設定できます。

さまざまな音声ゲートウェイでサポートされる各種デジタル（T1/E1）およびアナログインター
フェイスの最新情報については、次のサイトから入手可能な最新の製品マニュアルを参照してく

ださい。

• Cisco 2800シリーズ

http://www.cisco.com/en/US/products/ps5854/tsd_products_support_series_home.html

• Cisco 3800シリーズ

http://www.cisco.com/en/US/products/ps5855/tsd_products_support_series_home.html
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• Cisco AS5300

http://www.cisco.com/en/US/products/hw/univgate/ps501/tsd_products_support_series_home.html

• Cisco 2900シリーズ

• http://www.cisco.com/en/US/products/ps10537/index.html

• Cisco 3900シリーズ

• http://www.cisco.com/en/US/products/ps10536/index.html

Cisco Unified Border Element
Cisco Unified Border Element（CUBE）（以前は Cisco Multiservice IP-to-IP Gatewayと呼ばれていま
した）は、SIPを使用して IP音声ネットワーク間に接続性を提供するセッションボーダーコント
ローラ（SBC）です。 CUBEはフロースルーモードのみでサポートされるため、すべてのコール
が CUBEを介してルーティングされます。

フロースルーモードとは異なり、フローアラウンドモードでは、DTMFインターワーキング、
トランスコーディング、およびフロースルーでは可能な電話機やメディア機能などのその他の

主要機能を使用できません。

（注）

通常、Unified Border Elementは、TDM音声接続を SIPトランクなどの電話会社からの IP音声ト
ランクで置換するときに必要となります。CUBEは、IP音声トランク上で企業をサービスプロバ
イダーに接続するための機能豊富な境界ポイントとして機能します。

CUBEは次のシナリオでテストされており、これらのシナリオのいずれでも使用できます。

•シスコによって認定済みSIPトランクを介したサードパーティ製SIPデバイスとCiscoUnified
CVP間の SIP-to-SIP接続

•上記のいずれかのシナリオでの VoiceXMLゲートウェイと CUBEの共存

• CUBEセッション数については、次の URLを参照してください。

http://www.cisco.com/en/US/prod/collateral/voicesw/ps6790/gatecont/ps5640/order_guide_c07_
462222.html

• G.711と G.729間のトランスコーディング

トポロジおよびコンフィギュレーションなど Unified CVPでの CUBEの使用の詳細について
は、,mn,.nm,,mml'を参照してください

次の URLから入手可能な『Cisco Unified Border Element for Contact Center Solutions』

http://cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/unified_communications/cubecc.html
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Cisco IOSの制限により、CUBEでは、オーディオからビデオ、およびビデオからオーディオ
への通話中のエスカレーションまたはデスカレーションはサポートされません。

（注）

CUBEなしでの SIPトランクの使用

CUBEが Unified CVPと SIPデバイスの間に展開されていない場合、SIP PSTNサービスプロバイ
ダーなどのサードパーティ製の SIPデバイスに接続する際に、統合テストを行って両方の側に互
換性があることを確認する必要があります。

CUBEを使用しない PSTN SIPトランキングサービスに接続する場合は、顧客とサービスプロバ
イダー間の接続をセキュリティ保護する方法、およびNATまたはアドレス非表示、あるいはその
両方を実現する方法を慎重に検討してください。そうしないと、サービスプロバイダーネット

ワークが顧客ネットワークへのフルアクセス権を持つようになる可能性があります。 CUBEはこ
の両方の考慮事項に対応しており、シスコが推奨するサービスプロバイダー相互接続インター

フェイスになっています。

Cisco ASR 1000シリーズの Unified Border Elementとしての使用方法

Unified CVPでは、IOS XE Software - 3.3.0S Enterpriseがサポートされますが、次の制限がありま
す。

• ASR1000シリーズは、VXMLをサポートしません。したがって、コールのVRUレッグは、
別の VXMLゲートウェイへルーティングする必要があります。 CVPコールサーバの「Send
To Originator」設定は、コールの IVRレッグをルーティングして発信元 ASR CUBEゲート
ウェイに戻すためには使用できません。スタンドアロンの CVPコールは、別の VXMLゲー
トウェイへルーティングする必要があります。

• ASR1000シリーズゲートウェイのグローバル「PassThruSDP」設定は、CVP導入ではサポー
トされません。

• ASR 1000シリーズゲートウェイは、ボックスツーボックスハードウェア冗長性機能を使用
する場合、SIPシグナリングを使用した TCPトランスポートをサポートしません。 UDPト
ランスポートは、スタンバイシャーシに対するアクティブ ASRシャーシに障害が発生した
場合にサポートされます。 CVPソリューションのドキュメントでは、TCPトランスポート
の使用を推奨しているため、ASRリリースのこのバージョンで、デフォルトの TCP設定は
フェールオーバーと連携して動作しないことに注意してください。したがって、CVPによる
中断のないコール制御のために、UDPを ASR CUBEの着信および発信レッグで使用する必
要があります。UCS VM展開は、上記の制限のため、ASRボックスツーボックスフェール
オーバーをサポートできません。これはCVPがUCSコールサーバでTCPだけをサポートす
るためです。

• TCP Up-Conversionに UDPを実行するプロキシサーバの機能については、プロキシが ASR
セッションボーダーコントローラの前面にあるシナリオで、大きなサイズのSIPメッセージ
のパケットを受信する場合、この機能をオフにして UDPトランスポートを着信コールの接
続に使用する必要があります。ただし、通常プロキシサーバは、導入においてセッション

ボーダーコントローラの背後に配置されます。

• g729エージェントへの g711発信者転送のように、通話中のコーデックの再ネゴシエーショ
ンを必要とするコールは、ASR 1000でサポートされていません。
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•「sip-profile」設定は、ASR 1000シリーズでサービスコールバック機能に必要です。
「sip-profile」を設定するには、次を追加する必要があります。

voice class sip-profiles 103

request INVITE sip-header Call-Info add "X-Cisco-CCBProbe: <ccb param>"
「<ccb param>」は、サバイバビリティサービスに定義される「CCB」パラメータです。こ
の「SIP Profile」を CVPへの発信ダイヤルピアに追加します。

次に、設定例を示します。

voice class sip-profiles 103

hoigogpoupcoioivc9iu i 8s66d8 8hxiciuvyd78zicvc8ayge

request INVITE sip-header Call-Info add "X-Cisco-CCBProbe:

id:192.168.1.50;loc:testbed04;trunks:10"

application

service survivability flash:survivability.tcl

param ccb id:192.168.1.52;loc:testbed04;trunks:10

dial-peer voice 700051 voip

description Comprehensive outbound route to CVP

destination-pattern 7000200T

session protocol sipv2

session target ipv4:192.168.1.20:5060

dtmf-relay rtp-nte

voice-class sip profiles 103

codec g711ulaw

no vad

•次の Survivability.tclのオプションは、従来から POTSダイヤルピア用であるため、ASRでの
使用には適用されません。

◦ ani-dnis-split.

◦ takeback-method.

◦ -- *8.

◦ -- hf.

◦ icm-tbct.

◦ digital-fxo.

• Survivability.tclオプションの aa-name、standalone、および standalone-isntimeはサポートされ
ません。

◦ CME自動受付サービスが ASRでサポートされないため、aa-nameオプションはサポー
トされません。
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◦ ASRでのVXMLへのサポートがないため、standaloneおよび standalone-isntimeオプショ
ンは、サポートされません。

• ASRの制限のため、次の機能はサポートされません。

◦再クエリー指定の Refer

◦ DTMF *8ラベルを使用するレガシー転送接続

• ASR 1000は、TDMトランクを終端しません。したがって、次の TDMゲートウェイ機能は
ASR 1000に適用されません。

• PSTNゲートウェイトランクおよび ICMへの SIPコールの DS0情報。

• ICMに対する SIP OPTIONSメッセージを介した DS0トランクリソースの Resource
Availability Indication（RAI）。

ASR 1000は新しい装置の導入を示すので、ASR 1000の展開が正常に行われるように、ASR
1000を利用するUCCE/CVPコンタクトセンターの統合にはすべて、Assessment toQuality（A2Q）
レビューが必要です。このレビューは、新しいUCCEカスタマー、およびASR 1000への移動
が必要な既存の UCCEカスタマーで必要となります。

（注）

Cisco ISRの Unified Border Elementとしての使用方法

Unified CVPでは、ISR 15.0(1)M1.2、15.1(4)M3、15.2(2)T、15.2(3)T1、および 15.2.4 Mがサポート
されますが、次の制限があります。

•「sip-profile」設定は、ISRでサービスコールバック機能に必要です。「sip-profile」を設定
するには、次を追加する必要があります。

voice class sip-profiles 103

request INVITE sip-header Call-Info add "X-Cisco-CCBProbe: <ccb param>"

「<ccb param>」は、サバイバビリティサービスに定義される「CCB」パラメータです。こ
の「SIP Profile」を CVPへの発信ダイヤルピアに追加します。

次に、設定例を示します。

voice class sip-profiles 103

request INVITE sip-header Call-Info add "X-Cisco-CCBProbe:

id:192.168.1.50;loc:testbed04;trunks:10"

application

service survivability flash:survivability.tcl

param ccb id:192.168.1.52;loc:testbed04;trunks:10

dial-peer voice 700051 voip

description Comprehensive outbound route to CVP

destination-pattern 7000200T

Cisco Unified Customer Voice Portal（CVP）ソリューションリファレンスネットワークデザイン（SRND）
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session protocol sipv2

session target ipv4:192.168.1.20:5060

dtmf-relay rtp-nte

voice-class sip profiles 103

codec g711ulaw

no vad

Cisco Unified CMとCVP間でのCUBEの使用はサポートされません。これは、Cisco ASR 1000
シリーズまたは Cisco ISRの Unified Border Elementとしての使用にも適用されます。

（注）

G.729 および G.711 コーデックの混在サポート

混在コーデックは、CUBE ASR 1000でサポートされません。（注）

CVPでは、CiscoUnified Border ElementおよびCiscoUnified CommunicationsManager（Unified CM）
を使用したスタンドアロンおよび包括 SIP導入で G.711および G.729コーデックの混在がサポー
トされます。SIPトランクを介してキャリアからUnifiedBorderElementに入力されるコールには、
混在コーデックのサポートに IOS 15.1(2)T以降の Tリリースが必要です。コールのレッグでは
コーデックを任意に組み合わせて使用できます。たとえば、発信者は G.729コーデックを使用し
てコールを行い、G.711コーデックを使用して再生される IVRプロンプトを聞き、G.729コーデッ
クを使用して最初のエージェントに転送されてから、G.711コーデックを使用して 2番目のエー
ジェントに転送されることができます。

Unified CVPは、SIPメッセージでメディア情報をメディアターミネーションポイントに渡しま
す。メディアターミネーションポイントは、コールがエンドポイントにルーティングされたと

きに別の方法では使用できない付加サービス（コール保留、コール転送、コールパーク、会議な

ど）を拡張します。 Unified CVPで混在コーデックを使用するときは、レッグ間で一般的なコー
デックをネゴシエートできない場合は、トランスコーダを使用して、1つのコールレッグで使用
されているコーデックを次のコールレッグで使用されているコーデックに変換する必要がありま

す。たとえば、発信者が G.711をサポートするゲートウェイに接続されているシナリオでは、
G.729領域のエージェントへのウォーム転送を実行する場合、トランスコーダが必要です。Unified
CVPにはトランスコーダが含まれていません。混在コーデックを使用するUnifiedCVP導入には、
Unified CM、Unified Border Element、または DSPファームのいずれかを含める必要があります。

コーデックのトランスコーディングには、IOS 15.1(2)T以降の Tリリースが必要です。

G.711コーデックと G.729コーデックを使用する利点の比較については、G.729と G.711のコー
デックのサポートを参照してください。

   Cisco Unified Customer Voice Portal（CVP）ソリューションリファレンスネットワークデザイン
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ゲートウェイの選択肢
Unified CVPでは、TDM入力と VoiceXMLレンダリングの 2つの目的でゲートウェイを使用しま
す。Unified CVPでサポートされているCiscoゲートウェイは、通常は一方または両方の目的に使
用できます。ただし、展開モデルによっては、一方の機能のみ必要な場合があります。

•モデル #1：スタンドアロンセルフサービス

すべてのコールが入力と VoiceXMLの両方を使用します。

•モデル #2：コールディレクタ

すべてのコールが入力のみ使用します。

•モデル #3a：Unified ICM Micro-Appsを使用する包括モデル

すべてのコールが入力を使用し、一部のコールが VoiceXMLを使用します。

•モデル #3b：Unified CVP VXML Serverを使用する包括モデル

すべてのコールが入力を使用し、一部のコールが VoiceXMLを使用します。

•モデル #4：NIC制御ルーティングのみを使用する VRU

すべてのコールが入力と VoiceXMLの両方を使用します。

入力と VoiceXMLの両方が必要な場合は、同じゲートウェイで両方の機能を実行することも、一
部のゲートウェイを入力用に指定し、その他のゲートウェイを VoiceXML用に指定することもで
きます。次のガイドラインを使用して、機能を組み合わせるか分割するかを決定してください。

•コールを着信拠点のキューに入れる必要のある従来の拠点展開では、入力機能と VoiceXML
機能を常に組み合わせる必要があります。

•大量の非 CVP PSTN接続がゲートウェイを共有する場合は、その目的に専用の入力を使用
し、別の VXMLゲートウェイを使用することを推奨します。

• VoiceXMLのみのゲートウェイは、DSPファームや TDMカードを必要としないためコスト
が低くなります。スプレッドシートを使用して、価格が最適となる方法を判断してくださ

い。

•比較的少量のコールでは、通常は冗長性を目的として機能を組み合わせるほうが適切です。
2つを組み合わせたゲートウェイは、1つのゲートウェイが失われても、容量は低下します
がコールの処理を継続できるため、それぞれ 1つを使用するよりも優れています。

次に、Cisco Integrated Service Router（ISR）ゲートウェイ（Cisco 2800、2900シリーズルータ）、
ISGR-G2（3800、または 3900シリーズルータ）、Cisco AS5x00シリーズゲートウェイのいずれ
を使用するかを決定します。ガイドラインには、ISRゲートウェイはブランチオフィスサイトの
みで使用するのに対して、AS5x00シリーズゲートウェイは集中型のデータセンターサイトで使
用する必要があると示されています。

ブランチオフィスの構成内容を判別するのは困難なことがあるため、使用するゲートウェイを決

定することは困難です。次のガイドラインが、その決定に役立ちます。
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• ISRゲートウェイを使用する必要があるブランチオフィスの従来の定義は次のとおりです。

◦ TDMコールが PSTNから到着する複数のサイト。

◦これらのサイトは、Unified CVP機器のほとんどが常駐するデータセンターから切り離
されています。

◦各サイトでは 1つのゲートウェイが使用されます。

•何らかの理由で複数のゲートウェイをスタッキングするサイトがある場合、それらのサイト
はデータセンターのサイトであり、CiscoAS5x00シリーズゲートウェイを使用する必要があ
ります。

Cisco AS5x00シリーズゲートウェイの詳細については、http://www.cisco.com/en/US/products/hw/
univgate/ps501/index.htmlから入手可能な技術仕様を参照してください。

Cisco Integrated Service Router（ISR）の詳細については、http://www.cisco.com/en/US/products/hw/
routers/index.htmlで入手可能なマニュアルを参照してください。

ゲートウェイサイジング
個々のCiscoゲートウェイは、コールが実行するのが入力のみか、VoiceXMLのみか、あるいはこ
の2つの組み合わせかによって、さまざまなコールボリュームを処理できます。また、VoiceXML
アクティビティを行うゲートウェイは、ASRまたはTTSアクティビティをサポートするかどうか
や、実行されている VoiceXMLアプリケーションのタイプに応じて、コール容量が異なります。
たとえば、JavaScriptを多用するアプリケーションではコール容量が少なくなります。 HTTPSエ
クスペリエンスを実行するゲートウェイでは、HTTPに比べてコール容量が少なくなります。

通常、入力のみ実行するゲートウェイは、接続できる TDMケーブル数に従ってサイジングでき
ます。入力と VoiceXMLの組み合わせ、または VoiceXMLのみのゲートウェイでは、CPU使用率
全体が平均で 75%未満に必ずなるようにすることが重要です。次の表の数値は、Unified CVP
VoiceXMLドキュメントに基づいています。より複雑な VoiceXMLドキュメントを生成する他の
アプリケーションでは、パフォーマンスに対する影響が大きくなります。次の要因がCPU使用率
に影響します。

•コール数/秒（cps）

•最大同時コール

•最大同時 VoiceXMLセッション

音声ゲートウェイをサイジングする前に、Unified CCE Resource Calculatorを使用して、ソリュー
ション全体をサポートするために必要な最大トランク数（DS0）と、VoiceXMLIVRポート数を判
断してください。

ほぼすべての Unified CVP展開モデルでは、サイジングは同時 VoiceXMLセッションおよび VoIP
コールの最大数に基づいて行います。次の各表に、さまざまな IOSリリースバージョンに対する
この情報を示します。
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•表 2：Cisco IOS Release 15.1.1T以上での、Cisco Voice Gatewayでサポートされる VoiceXML
セッションの最大数, （13ページ）（IOSバージョン 15.1.1T）

•次の表（IOSバージョン 15.1.1T以上）：

◦表 3：Cisco IOSRelease 15.1.1T以上での、CiscoVoiceGatewayでサポートされるVoiceXML
セッションの最大数

◦表 4：Cisco IOSRelease 15.1.1T以上での、JavaScriptを多用するアプリケーションを実行
する Cisco Voice Gatewayでサポートされる VoiceXMLセッションの最大数

◦表 5：Cisco IOS Release 15.1.1T以上での、HTTPSを使用する Cisco Voice Gatewayでサ
ポートされる VoiceXMLセッションの最大数

表 2：Cisco IOS Release 15.1.1T 以上での、Cisco Voice Gateway でサポートされる VoiceXML セッションの最大
数

IOS 15.1.1T 以降の T リリースでの VXML ゲートウェイ CPU 容量

メモリVXML + PSTNVXML のみプラット

フォーム

推奨ASRDTMFASRDTMF

256 MB24351861

256 MB35472801

256 MB152320302811

256 MB253632482821

512 MB304540602851

512 MB68102851303825

512 MB831251051603845

512 MB1041551352005000XM

2 GB698122901

2 GB314740602911

2 GB487160902921

2 GB6495801202951

2 GB1271901602403925

2 GB1802702283403945
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IOS 15.1.1T 以降の T リリースでの VXML ゲートウェイ CPU 容量

メモリVXML + PSTNVXML のみプラット

フォーム

推奨ASRDTMFASRDTMF

2 GB3755704707003925E

2 GB4506805708503945E

ISO15.1.1T、G.711、基本コール、Ethernet出力、CPUNTE75%（5000XM80%）
に基づく

表 3：Cisco IOS Release 15.1.1T 以上での、Cisco Voice Gateway でサポートされる VoiceXML セッションの最大
数

音声ゲートウェイと VoiceXML専用 VoiceXML ゲートウェイCisco Voice
Gateway プ
ラットフォー

ム

推奨されるメモリVoiceXML と
ASR/TTS

VoiceXML と
DTMF

VoiceXML と
ASR/TTS

VoiceXML と
DTMF

256 MB24451861

256 MB46672801

256 MB202524302811

256 MB303636452821

512 MB485656602851

512 MB1302101401803825

512 MB1452301552003845

512MB（デフォル
ト）

160240192240AS5350XM1

512MB（デフォル
ト）

160240192240AS5400XM

ゲートウェイ

サイジング,（
12ページ）

1
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表 4：Cisco IOS Release 15.1.1T 以上での、JavaScript を多用するアプリケーションを実行する Cisco Voice Gateway
でサポートされる VoiceXML セッションの最大数

音声ゲートウェイと VoiceXML専用 VoiceXML ゲートウェイCisco Voice
Gateway プ
ラットフォー

ム

推奨されるメモリVoiceXML と
ASR/TTS

VoiceXML と
DTMF

VoiceXML と
ASR/TTS

VoiceXML と
DTMF

256 MB22221861

256 MB22232801

256 MB5105102811

256 MB151515202821

512 MB202525302851

512 MB508555703825

512 MB609560803845

512MB（デフォル
ト）

7011085105AS5350XM2

512MB（デフォル
ト）

7011085105AS5400XM

ゲートウェイ

サイジング,（
12ページ）

2

表 5：Cisco IOS Release 15.1.1T 以上での、HTTPS を使用する Cisco Voice Gateway でサポートされる VoiceXML
セッションの最大数

音声ゲートウェイと VoiceXML専用 VoiceXML ゲートウェイCisco Voice
Gateway プ
ラットフォー

ム

推奨されるメモリVoiceXML と
ASR/TTS

VoiceXML と
DTMF

VoiceXML と
ASR/TTS

VoiceXML と
DTMF

256 MB22231861

256 MB24442801

256 MB101510152811

256 MB152020302821
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音声ゲートウェイと VoiceXML専用 VoiceXML ゲートウェイCisco Voice
Gateway プ
ラットフォー

ム

推奨されるメモリVoiceXML と
ASR/TTS

VoiceXML と
DTMF

VoiceXML と
ASR/TTS

VoiceXML と
DTMF

512 MB253035402851

512 MB75125901153825

512 MB851351001253845

512MB（デフォル
ト）

95138120155AS5350XM3

512MB（デフォル
ト）

95138120155AS5400XM
ゲートウェイ

サイジング,（
12ページ）

3

次の注意事項は、Cisco IOS Release 15.0.1Mおよび IOS 15.1.1Tには適用されません。（注）

音声ゲートウェイおよびVoiceXMLゲートウェイの機能が同じルータに存在する場合（共存展
開）は、Cisco 3825シリーズおよび 3845シリーズ Integrated Services Router（ISR）のパフォー
マンス数値が向上します。コールが入力音声ゲートウェイから VoiceXMLゲートウェイに接
続している場合、メディアは 2つの間を直接流れます。共存展開では、ゲートウェイは RTP
パケットのパケット化およびパケット化解除に CPUサイクルを消費する必要がありません。
このため、これらの CPUサイクルを節約することで、ゲートウェイはより多くの VoiceXML
セッションをサポートできます。

（注）

表 3：Cisco IOS Release 15.1.1T以上での、Cisco Voice Gatewayでサポートされる VoiceXMLセッ
ションの最大数、表 4：Cisco IOS Release 15.1.1T以上での、JavaScriptを多用するアプリケーショ
ンを実行する Cisco Voice Gatewayでサポートされる VoiceXMLセッションの最大数、および表
5：Cisco IOS Release 15.1.1T以上での、HTTPSを使用する Cisco Voice Gatewayでサポートされる
VoiceXMLセッションの最大数の数値は、ゲートウェイ上で実行されているアクティビティが基
本的なルーティングと IP接続を行う VXMLのみであることを想定しています。 Fax、セキュリ
ティ、通常のビジネスコールなどの追加アプリケーションを実行する場合は、ここに示されてい

る容量の数値を適宜比例配分する必要があります。「音声ゲートウェイと VoiceXML」の列に示
されている数値は、示されている数の VoiceXMLセッションと音声コールを同じゲートウェイで
同時にサポートできることを意味します。たとえば、表 3：Cisco IOS Release 15.1.1T以上での、
Cisco Voice Gatewayでサポートされる VoiceXMLセッションの最大数では、AS5350XMが最大
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240の PSTNコールを終了でき、これらの 240の PSTNコールは、240の対応する VoiceXMLセッ
ションを同時にサポートできます。

数値は、Unified CVP VXML Serverで実行されている Unified CVP Studioで生成されたスクリプト
でのパフォーマンスを表します。他の VoiceXMLアプリケーションではパフォーマンスが異なる
場合があります。これらの数字は、CPU使用率が75%を超えず、音声アクティビティ検出（VAD）
がオフで、システムが Cisco IOS Release 15.1.1T以降で VoiceXML v2.0およびMRCP v2を実行し
ている場合に適用されます。 Cisco 1861 Integrated Services Routerでは Cisco IOS 15.1.1T以上が必
要です。

これらのパフォーマンスの数値は、Ciscoコールサーバまたは Cisco Unified CVP VXML Server
で使用される場合に正確です。多くの場合、異なるアプリケーションではパフォーマンスが

異なります。外部 VoiceXMLアプリケーション（Nuance OSDMなど）のパフォーマンスは、
シスコ以外のアプリケーションと相互運用するときに典型的なパフォーマンスにならないこと

があります。外部 VoiceXMLアプリケーションを実行している場合は、CPU使用率が平均
75%未満であり、完全負荷状態のCiscoゲートウェイで十分なメモリ量が使用可能であること
を確認する必要があります。パフォーマンスと可用性の情報については、目的の VoiceXML
アプリケーションのアプリケーションプロバイダーに問い合わせる必要があります。外部

VoiceXMLアプリケーションはシスコによって提供されておらず、シスコ環境で相互運用する
場合にアプリケーションのパフォーマンス、安定性、または機能についてシスコは何も主張ま

たは保証しないことに注意してください。

（注）

トラフィックには無限の組み合わせがあるため、シスコはトラフィックの混在を明示的にはテ

ストまたは認定しません。すべての数値はガイドラインとしてのみ参照する必要があり、コ

ンフィギュレーションとトラフィックパターンに基づいて実装ごとに異なります。VXMLゲー
トウェイに対して行われるコールの種類が不明な場合、または予測できない場合は、最悪ケー

スのトラフィック（すべて ASR）に対してシステムを設計することを推奨します。

Cisco 1800、2800、3800、2900、3900シリーズゲートウェイのいずれかでVoiceXMLを実行す
る場合は、追加のライセンス（FL-VXML-1または FL-VXML-12）が必要です。

（注）

次のリンクも参照して、同時コールの負荷およびコール到着率が一覧にある容量を超えないよう

にしてください。

•モデルの比較：
http://www.cisco.com/en/US/products/ps10536/prod_series_comparison.html

•コンタクトセンタートラフィックに対するゲートウェイのサイジング：
http://cisco.biz/en/US/docs/voice_ip_comm/cucm/srnd/8x/gateways.html#wp1043594

これらの容量に加えて、注文する DRAMとフラッシュメモリの量も検討してください。マシン
にデフォルトで付属している容量は、通常、ほとんどの目的に十分です。ただし、アプリケー

ションで（複雑なセルフサービスアプリケーションなどの）大量の異なる .wavファイルが必要な
場合、またはアプリケーションに（大量の音声メッセージや音楽ファイルのように）非常に大き

な .wavファイルがある場合は、より大きなキャッシュスペースに対応するために DRAM量を増
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やすことが必要な場合があります。 .wavファイルは8kbpsで録音されます。また、メディアサー
バではなくフラッシュメモリ自体を使用してメディアファイルを収容することを計画している場

合は、注文するフラッシュメモリ量を増やすことが必要な場合があります。プロンプトキャッ

シングでの DRAMの使用については、メディアファイルオプションの章を参照してください。
4

MGCP ゲートウェイの使用
Cisco Unified CVPでは、SIPゲートウェイを導入する必要があります。ただし、オーバーラップ
送信、NSF、および Q.SIGサポートの目的で、Unified CMを使用するMGCP 0.1ゲートウェイの
導入を使用する必要がある場合があります。次の設計上の考慮事項は、この環境でのCiscoUnified
CVPの展開に適用されます。

•各MGCP音声ゲートウェイから SIPへの段階的な移行を設計および計画します。

• MGCP 0.1と SIPの両方を実装します。

MGCPの動作により、MGCPを使用した PSTNインターフェイスはMGCPにのみ使用できま
す。したがって、標準の Unified CMコールにMGCP、Unified CVPコールに SIPを使用する
場合は、2つの PSTN回線が必要です。

• Unified CVPの各場所に別の SIP音声ゲートウェイを導入します。

• Unified CVPに Unified CMを介してコールを送信します。

UnifiedCMを介してコールをUnifiedCVPに送信する場合は、次のガイドラインが適用されます。

• Unified CVP survivability.tclスクリプトは、このソリューションでは使用できません。リモー
トサイトが中央サイトから切断されている場合は、コールがドロップされます。

• Unified CMのパフォーマンスに対しては追加の影響があります。「通常の」Unified CVP導
入では、コールがエージェントに送信されるまでUnifiedCMリソースが使用されないためで
す。このモデルでは、コールがセルフサービスで終了する場合でも、UnifiedCMリソースが
Unified CVPへのすべてのコールに使用されます。これは、エージェントに到達するコール
に対する追加になります。すべてのコールが最終的にエージェントに到達する場合、Unified
CMのパフォーマンスへの影響は、「通常の」Unified CVP導入の約 2倍になります。この
要因だけでも、通常、このシナリオは小規模なコールセンターに限定されます。

•エッジでコールをキューに入れるには、適切なサイトまたはVXMLゲートウェイでコールが
キューに入れられるように、UnifiedCVPの sigdigits機能を使用する必要があります。 sigdigits
機能の動作の詳細については、分散型導入およびハイアベイラビリティのためのUnifiedCVP
設計の章を参照してください。

4 80%以下の CPU使用率。
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